
 

種名 

ア メ リ カ ザ リ ガ ニ 

Procambarus clarkii 

 

分類 エビ目アメリカザリガニ科アメリカザリガニ属 

俗称 ザリガニ 

形態的な 

特徴 

形態はエビに似ているが全身が太短く、赤褐色で殻も堅い。ハサミや脚はとれてしまっても再生し脱皮の度に大

きくなる。第一触角の付け根に聴のうがある。 

分布 1930 年（昭和５年）にアメリカ東南部から移入された外来種で現在は本州、四国、九州に分布している。 

繁殖行動 
産卵期は５～11 月で、メスは交尾後受精卵を腹部にある腹肢で 1.6mm くらいの卵を 100～600 個抱える。卵は約

１ヶ月ほどで孵化し、二度の脱皮後にメスの体から離れて自由生活をする。 

生息場所 都市近郊から田園地域の河川、池沼、水田、用水路などで普通に見られる。 

食性 食性は雑食性。 

生息環境へ

の配慮事項 

本種が移入される以前は東北地方の一部と北海道に在来のニホンザリガニがすんでいたが、現在では繁殖力

の旺盛な本種が日本各地に分布を広げている。本種はよほど汚染されている河川でなければたいていの水辺で

見ることができ、冬季など水域が乾燥した場所では地中に穴を掘って休眠する。本種は生命力が強く繁殖力も強

いため、とくに保全する必要もないと思われるが、都市河川のように三面コンクリート張りや水質の悪化した河川

では、本種とドジョウしか生息できない寂しい河川になってしまうことが考えられる。 

引用文献： http://www.maff.go.jp/nouson/mizu_midori/menu/main.htmlを改変


